
青
森
市

　
　
み

　
　
シ

　
　
徳

　
坂
井

七十八番 石仏　

青
森
四
国
八
十
八
ヶ

本 尊 名

阿弥陀如来

寺 号

郷
ご う

照
し ょ う

寺
じ

奉納者姓名

　
　
せ

四
国
霊
場

本　尊 阿弥陀如来

寺　号 郷照寺

山　号 仏
ぶ つ

光
こ う

山
ざ ん

所在地
香川県            綾
歌郡宇多津町 （讃岐の國）

市

歩行時間 七十七 番寄り 275 秒

み
き

シ
ヤ

徳
藏

井
源
八

霊
場

せ
つ



　
　
一

　
　
き

　
柿
崎

油
川

七十九番 石仏　

青
森
四
国
八
十
八
ヶ

本 尊 名

十一面観世音

寺 号

金華山
き ん か ざ ん

寺
じ

奉納者姓名

　
　
一

　
　
き

（讃岐の國）

秒

四
国
霊
場

本　尊 十一面観世音菩薩

寺　号 天皇
て ん の う

寺
じ

（高
こ う

照
し ょ う

院
い ん

）

山　号 金華山
き ん か ざ ん

所在地

240

一
馬

き
よ

崎
市
太
郎

香川県坂出市

歩行時間 七十八 番寄り

町霊
場

一
英

き
み
ゑ



青
森
市

　
杉
沼

　
小
林

　
大
里

　
小
林

八十番 石仏　

青
森
四
国
八
十
八
ヶ

本 尊 名

千手観世音

寺 号

國分
こ く ぶ ん

寺
じ

奉納者姓名

　
外
崎

四
国
霊
場

本　尊 十一面千手観世音菩薩

寺　号 國分寺

山　号 白
は く

牛
ぎゅう

山
ざ ん

所在地 香川県高松市 （讃岐の國）

市

歩行時間 七十九 番寄り 110 秒

沼
正
三

林
吉
郎

里
む
め

林
き
ね

霊
場

崎
勝
太
郎



　
　
キ

　
　
マ

　
工
藤

油
川

八十一番 石仏　

青
森
四
国
八
十
八
ヶ

本 尊 名

千手観世音

寺 号

白
し ろ

峰
み ね

寺
じ

奉納者姓名

　
　
敏

（讃岐の國）

秒

四
国
霊
場

本　尊 千手観世音菩薩

寺　号 白峰寺

山　号 陵
り ょ う

松
し ょ う

山
ざ ん

120

キ
ク

マ
ヨ

藤
平
吉

所在地 香川県坂出市

歩行時間 八十 番寄り

町霊
場

敏



油
川

　
　
キ

　
　
宇

　
工
藤

八十二番 石仏　

青
森
四
国
八
十
八
ヶ

本 尊 名

千手観世音

寺 号

根
ね

香
ご ろ

寺
じ

奉納者姓名

四
国
霊
場

本　尊 千手観世音菩薩

寺　号 根香寺

山　号 青
あ お

峰
み ね

寺
じ

所在地 香川県高松市 （讃岐の國）

町

歩行時間 八十一 番寄り 100 秒

キ
ヨ

宇
一
郎

藤
コ
ヨ

霊
場



油
川
町

為
威
徳
院

施
主

　
俗
名

八十三番 石仏　

青
森
四
国
八
十
八
ヶ

本 尊 名

聖
せ い

観世音
か ん ぜ お ん

寺 号

一
い ち

ノ宮
み や

寺
じ

奉納者姓名

 
 
仝

 
佐
藤 町院

釈
了
本
菩
提

山　号 神
じ ん

毫
ご う

山
ざ ん

所在地 香川県高松市 （讃岐の國）

歩行時間 八十二 番寄り 200 秒

四
国
霊
場

本　尊 聖観世音菩薩

寺　号 一宮寺

名
　
又
吉

霊
場

仝
　
實
藏

藤
タ
ミ



　
小
林

　
糸
沢

　
今
と

　
今
嘉

寺 号

屋島
や し ま

寺
じ

奉納者姓名

　
神
た

青
森
市

八十四番 石仏　

青
森
四
国
八
十
八
ヶ

本 尊 名

千手観世音

南
な ん

面
め ん

山
ざ ん

所在地 香川県高松市 （讃岐の國）

林
千
代
吉

沢
兼
治

と
わ

嘉
之
助

四
国
霊
場

本　尊 十一面千手観世音菩薩

寺　号 屋島寺

山　号

た
け 市

歩行時間 八十三 番寄り 120 秒

霊
場



八
や

栗
く り

寺
じ

奉納者姓名

　
　
ソ

　
　
留

　
　
ソ

　
扇
野

為
先
祖

青
森
市

八十五番 石仏　

青
森
四
国
八
十
八
ヶ

本 尊 名

正観世音

寺 号

山　号 五
ご

剣
け ん

山
ざ ん

所在地 香川県高松市 （讃岐の國）

歩行時間 八十四 番寄り 155 秒

四
国
霊
場

本　尊 聖観世音菩薩

寺　号 八栗寺

ソ
ワ

留
助

ソ
デ

野
ソ
ノ

祖
代
々
菩
提

市霊
場



　
　
つ

　
　
さ

　
　
義

　
浜
田

寺 号

志度
し ど

寺
じ

奉納者姓名

　
　
郷

青
森
市

八十六番 石仏　

青
森
四
国
八
十
八
ヶ

本 尊 名

十一面観世音

補
ふ

陀
だ

落
ら く

山
ざ ん

所在地 香川県さぬき市 （讃岐の國）

つ
る

さ
き

義
雄

田
勇
次
郎

四
国
霊
場

本　尊 十一面観世音菩薩

寺　号 志度寺

山　号

郷
子 市

歩行時間 八十五 番寄り 110 秒

霊
場



長尾
な が お

寺
じ

奉納者姓名

　
木
村

為
正
譽

俗
名

　
日
野

　
工
藤

　
太
田

青
森
市

八十七番 石仏　

青
森
四
国
八
十
八
ヶ

本 尊 名

正観世音

寺 号

所在地 香川県さぬき市

歩行時間 八十六 番寄り 170

（讃岐の國）

秒

四
国
霊
場

本　尊 聖観世音菩薩

寺　号 長尾寺

山　号 補陀落山

村
む
ら

譽
淨
業
清
居
士

木
村
正
治

野
さ
く

藤
き
え

田
よ
志

市霊
場



中
沢
村

　
坂
本

　
　
キ

　
　
イ

八十八番 石仏　

青
森
四
国
八
十
八
ヶ

本 尊 名

藥師如来

寺 号

大窪
お お く ぼ

寺
じ

奉納者姓名

青
森
市

　
甲
谷

四
国
霊
場

本　尊 薬師如来

寺　号 大窪寺

山　号 医王山

所在地 香川県さぬき市 （讃岐の國）

村

歩行時間 八十七 番寄り 120

本
周
太
郎

秒

キ
サ

イ
ト
　
清

霊
場

市谷貞
吉



奉
納

二
十
一
日
建
立

小
山
内
　
傅

瀧
澤
初
太
郎

昭
和
九
年
旧
三
月

石
塔

八
十
八
番
札
所

奉納者姓名

本 尊 名

如意
に ょ い

輪
r り ん

観音
か ん の ん

奉納者姓名

新
井
田
町
中

坐
像
石
仏

八
十
八
番
札
所
内



北
親
會
一
同

十一面
じ ゅ う い ち め ん

観音
か ん の ん

奉納者姓名

本 尊 名八
十
八
番
札
所
内

立
像
石
仏

　
仝
　
そ
よ

勢至
せ い し

菩薩
ぼ さ つ

奉納者姓名

本 尊 名

後
潟
村

　
仝
　
さ
と

　
仝
　
基
一

金
谷
孫
市

八
十
八
番
札
所
内

坐
像
石
仏



窪
田
ツ
サ

本 尊 名

魚
ぎ ょ

籃
ら ん

観音
か ん の ん

奉納者姓名

　
仝
　
謙
吉

八
十
八
番
札
所
内

立
像
石
仏

　
仝
　
い
そ

竹
内
千
代
吉

奉納者姓名

立
像
石
仏

水
み ず

懸
か け

地藏
じ ぞ う

青
森
市
浦
町

本 尊 名八
十
八
番
札
所
内



本 尊 名

普賢
ふ げ ん

菩薩
ぼ さ つ

大
森
藤
吉

　
仝
　
と
せ

青
森
市

大
森
初
五
郎

奉納者姓名

八
十
八
番
札
所
内

　
仝
　
タ
カ

原
別
村

坐
像
石
仏

滝
不
動
明
王
銅
像



仝
ツ
サ
　
謙
吉

仝
ノ
ブ

修業
し ゅ う ぎ ょ う

大師
だ い し

像
ぞ う

寄贈者姓名

願
主
　
窪
田
萬
吉

仝
周
冶
　
マ
ツ

昭
和
八
年
九
月
十
日

京
都

高
橋
才
治
郎
謹
製

八
十
八
番
札
所
内

立
銅
像

　　　油川町の窪田萬吉氏は、京都（寺町仏光寺下る）の鋳物師高橋才治郎

　　　弘法大師の事例の一つである四国八十八ヶ所は、遠隔の地であるため

　　巡拝を達し得る信者は少なかった。それを遺憾とし青森市浦町竹内千代吉、

開山について

　　（鐘声堂主）に銅像の設計・施工を依頼して経費一千圓で建立寄贈した。

　　設立して、油川山腹に青森四国八十八ヶ所霊場を建立することになった。

　　同栄町和田興作、同新町八木留二の三氏が発起人となって青森大師講を

道が開通迄、窪田氏の地所に仮安置された。昭和8年8月２４・５両日間は油川

錦座に於いて映画会を開催、入場者には漏れなく御供物及び弘法大師御影

　を贈呈する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和8年東奥日報紙面より

　　　一百一体の仏像は、青森市浦町辻石工店で製作され、五所川原間自動車

贈 す 。 昭和 年東奥 報紙面



仏

立
像
石
仏

建立者姓名
昭
和
九
年
旧
三
月
廿
一
日

願
主
　
壹
千
人
代

開
山
　
萩
原
信
道

彫
刻
人
　
辻
和
一
郎

子
こ

安
や す

大師
だ い し

像
ぞ う

八
十
八
番
札
所
内

坐　像 立　像 涅槃像 仏体数

7 3 10

2 1 3

3 2 5

3 1 1 5

1 10 11

3 3

1 1

2 10 12

1 1

1 1

5 5

1 1

1 1

1 1

2 1 3

1 1

1 1

20 3 23

50 37 1 88

毘 沙 門 天

不 動 明 王

計

弥 勒 菩 薩

文 殊 菩 薩

藥 師 如 来

千 手 観 世 音

千 手 千 眼 観 世 音

大 通 智 勝 佛

大 日 如 来

波 切 不 動 明 王

馬 頭 観 世 音

虚 空 蔵 菩 薩

石仏について

十 一 面 観 世 音

正 観 世 音

聖 観 世 音

本　尊　名

阿 弥 陀 如 来

地 蔵 菩 薩

釈 迦 如 来

(単位：体）





寫
眞

上
は
靑
森
四
國
八
十
八
ヶ
所
霊
場
へ
の
奉
安
車

日一十月九年八和昭
報 日 奥 東

（三）　號五十四百七千四萬壹第

大
行
列
市
内
鍛
治
町
通
過
　
下
は
霊
場
に
於
け
る
大
護
摩



所　　属　　等

元気町あぶらかわ街づくり委員会
委員長

油川コミュニティを考える会 監事

氏　　　名 町会名

木 村
キムラ

愼 一
シンイチ

寺　  　町

佐 藤
サトウ

剛
タケシ

新 油 町

葛 西
カサイ

清
セイエツ

悦 平 和 町 油川コミュニティを考える会 代表

中 川
ナカガワ

光 平
コウヘイ

仲    　町  油川市民センター館長

窪 田
クボタ

真 木 子
マキコ

茶 屋 町  油川地域史研究会々計

對 馬
ツシマ

ひ ろ 新 油 町  油川地域史研究会々員

海 老 名
エビナ

ひ さ 　サークル虹の会

佐 々 木
ササキ

ト シ           〃

市 川
イチカワ

チ エ 子
コ

          〃

調査ツアー参加者名簿
平成23年10月22日

※　敬称略

　　（雨中、調査ツアー敢行）

（全員無事信道院に到着）

          〃

　東青地域県民局

市 川 チ エ 子

奥 寺
オクデラ

繁
シゲル

横    　町 油川コミュニティを考える会 会計

柿 崎
カキザキ

正
タダシ

舘    　町  油川地区学校支援コ-ディネ-タ-

羽白町会

船 橋
フナハシ

正 明
マサアキ

 青森市市民協働推進課職員

計 １6名

　地域連携部地域支援室職員楠 美
クスミ

太
ダイ

助
スケ

其 田
ソノダ

秀 昭
ヒデアキ

澤 田
サワダ

朋
トモ

紀
ノリ

          〃

土 屋
ツチヤ

け い 子
コ



あ 
と 

が 

き 

 

こ
の
『
青
森
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
り
』
報
告
書
は
、
油
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
え
る
会
が
地
域
の
歴
史
文
化
の
伝
承
活
動
の

一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
三
年
十
月
に
調
査
し
た
内
容
を
編
集
し
た
も
の
で
す
。 

 

油
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
え
る
会
は
、
地
域
の
良
さ
を
再
確
認
し
て
問
題
点
を
把
握
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
活
が
「
あ

ず
ま
し
く
暮
ら
せ
る
」町
づ
く
り
を
目
指
し
て
平
成
二
十
二
年
十
一
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
青
森
市
が
推
進
す
る
「
ま

ち
づ
く
り
構
想
推
進
事
業
」と
し
て
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
考
え
、
決
め
、
実
行
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
調
査
研
究
対
象

地
域
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。 

青
森
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
は
、
油
川
野
木
和
公
園
西
側
山
麓
の
信
道
院
を
起
点
と
し
て
、
鶴
ヶ
峰
山
中
一
円
約
８
Ｋ
ｍ
の
山

道
沿
い
に
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
本
尊
を
模
し
た
八
十
八
体
の
石
仏
群
が
あ
り
、
油
川
地
域
の
人
々
の
願
い
と
力
に
よ
り
、
今

な
お
信
仰
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
歴
史
の
経
過
に
伴
い
地
元
の
人
で
も
「
八
十
八
ヶ
所
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
る
が
、
行
っ
た
こ
と
が
な
い
」と
か
、
若
い
人

た
ち
の
な
か
に
は
「
全
く
知
ら
な
い
」と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
油
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考

え
る
会
が
、
昨
年
十
月
に
調
査
探
訪
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
霊
場
巡
り
の
ル
ー
ト
確
認
も
含
め
現
状
調
査
を
実
施
、
今
年
度
そ
の
調

査
内
容
を
資
料
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

本
報
告
書
は
、
青
森
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
一
番
か
ら
八
十
八
番
ま
で
の
全
て
の
石
仏
を
写
真
に
収
め
、
石
仏
の
台
座
に
刻

ま
れ
た
番
所
、
本
尊
名
、
寺
号
、
奉
納
者
に
つ
い
て
も
全
て
を
調
査
し
収
録
し
ま
し
た
。
更
に
は
、
信
道
院
境
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る

六
地
蔵
と
六
菩
薩
に
つ
い
て
も
同
様
に
収
録
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
信
道
院
住
職
様
か
ら
は
、
保
存
さ
れ
て
い
る
資
料
を
ご
提

供
頂
き
、
開
山
の
由
来
や
当
時
の
様
子
を
取
材
し
た
東
奥
日
報
社
の
新
聞
記
事
、
今
純
三
氏
が
描
い
た
鳥
瞰
図
な
ど
も
収
録
し
た

ほ
か
、
各
番
所
ご
と
に
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
と
の
関
連
付
け
の
説
明
も
加
え
る
な
ど
、
霊
場
巡
り
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
書
は
油
川
地
域
の
歴
史
の
一
部
と
し
て
、
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
信
道
院
、
油
川
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
セ
ン
タ
ー
図

書
室
等
に
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
、
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
貴
重
な
地
域
資
産
を
正
し

く
理
解
し
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
こ
の
「
青
森
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
」を
訪
れ
ま
す
よ
う
に
祈
念
し
て
、
あ
と
が
き
と
致
し

ま
す
。 

最
後
に
、
こ
の
報
告
書
を
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
方
法
や
資
料
の
編
集
に
つ
い
て
ご
指
導
頂
い
た
元
気
町
あ
ぶ
ら
か
わ
街
づ



く
り
委
員
会
委
員
長
の
木
村
愼
一
氏
、
調
査
に
快
諾
頂
き
貴
重
な
資
料
提
供
も
戴
い
た
信
道
院
の
伊
藤
信
教
住
職
、
調
査
探
訪

ツ
ア
ー
及
び
本
書
編
集
を
担
当
し
た
油
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
え
る
会
メ
ン
バ
ー
の
佐
藤
剛
氏
、
そ
し
て
調
査
探
訪
ツ
ア
ー
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
ご
多
忙
の
中
本
書
の
編
集
会
議
に
出
席
戴
い
た
油
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
え
る
会
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 
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